



























































区から 10kmほど離れた、宮古島の北西に位置する集落である。2019 年 10 月末現在で、
世帯数が 207 戸、人口は 337 人である。この島尻発祥の地とされるのが元島である。元島
には「ンナカガー」と呼ばれる井戸や貝塚が残っており、また土器の破片などが発見され
ていることからそこに人が居住していたことは確かである。この「島尻元島とンナカ






































































































ることができる。冒頭に記したように、2018 年 11 月にパーントゥを含む 10 件の全国各
地に残る仮面・仮装の神々が来訪神としてユネスコの無形文化遺産に登録されたことによ
り、パーントゥを見るために観光客が一層訪れることになることは容易に想像できるし、
関連商品の売上げが伸びることによって得られる経済効果にも大きなものが期待される。
　しかし、その一方で、観光客との間でトラブルが起こることもあった。例えば、パーン
トゥは観光客に対しても、あるいは観光客が借りたレンタカーに対しても容赦なく悪臭を
放つ泥を塗りつけるので、それに観光客が怒ったケースがある。また、パーントゥに追い
駆けられて転んだり、場合によっては骨折したりする事故が起こることも懸念されてい
る。こうしたトラブルを避けるために、現在ではパーントゥ 1体につき 1人の見張りを付
けており、パーントゥの後ろからついていくようにしているとのことである。近年、観光
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に限らず様ざまな場面で平気でルールを無視したり、モラルに欠ける行動をとったりする
観光客が増えているが、祭祀への理解も含めた祭への良識ある参加が求められているとい
えよう。
　観光客の増加が招くもう一つのマイナスの影響は、パーントゥが身動きできないような
状況が生まれていることである。パーントゥは泥を塗られまいと逃げ惑う子どもたちをど
こまでも執拗に追い駆けるところにおもしろさがある。しかし、観光客の増加による人ご
みの中でパーントゥが走れなくなっているという状況がある。パーントゥからは素早い動
きが消え、道行く人びとにただ泥を塗って練り歩くだけとなっている。また、観光客への
対応のために島尻地区の人たちが祭祀に参加することができないという状況にもある。
　パーントゥプナハが抱えている最大の課題は継承問題である。パーントゥプナハといえ
ば、パーントゥばかりがクローズアップされるが、本来はパーントゥが出現する前に執り
行われる儀式があった。ひとつは、前述した「サトゥプナハ」（里願い）と呼ばれる、上
里・中里・南里の各里のムトゥ家の家族と成員の女性たちによる礼拝であり、もうひとつ
は「司のムトゥまわり」と呼ばれる、シマヌヌス（島の主）、ユーヌヌス（五穀の主）、ミズ
ヌヌス（水の主）の 3人の司とトゥマ（お伴）の 2人による神女がウパッタヌスシバラム
トゥ、トゥマズヤームトゥ、ウプヤームトゥ、ツツムトゥの 4つのムトゥを祈願してまわ
るというものである［比嘉：1990；91–92］。
　しかしながら、この儀式は 20 年ほど前から行われていない。神役の女性は「島尻生ま
れの女性」であるが、そのほとんどが亡くなってしまい、継承がうまくできなかったとい
う。祭祀の日程についても、以前は女性が決めていたが、現在では男性の神役である
ピューズダスが決めている。島尻地区ではパーントゥプナハ以外にも女性が携わる行事が
あったが、それも途絶えているという。例えば、「ウヤガン」である。ウヤガンは島尻地
区と狩俣地区、そして大神島の 3か所で行われていたが、やはり同じ理由で島尻と狩俣の
ウヤガンは途絶えてしまっている。
　このような祭祀儀礼の継承が途絶する懸念はパーントゥプナハそのものにもつきまとっ
ている。宮良会長は、今はまだ大丈夫だが、20 年後はどうなっているかわからないとい
う。若者たちは高校を卒業すると進学や就職でほとんどが島を出てしまい、祭祀のときだ
け帰省するという者もいるが、Uターンは少ない。パーントゥを担っているのは島尻自治
会青年会のメンバーであるが、資格は高校卒業後から 39 歳までとなっている。もし、
パーントゥに扮することができる青年会メンバーが少なくなっていけば、パーントゥにな
れる年齢を 50 歳代以上にも拡大せざるをえない状況になることもあり得るという。こう
した状況を受けて「保存会」を起ち上げようという話も出ているそうである。
　その他、パーントゥから怖さや神秘性が失われているということも指摘されている。前
述のように、パーントゥとは宮古島の方言で「怖い」「醜い」「異形の」存在を意味する言
葉である。かつて、パーントゥは真っ暗闇の中から出現して子どもたちを追い駆けまわす
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ということで、子どもたちに恐怖心を引き起こす存在であった。しかし、時代が進むにつ
れ島尻地区にも街灯が整備されることにより「闇」がなくなり、そのためパーントゥが本
来持っている怖さや神秘性が失われていったのである。こうした状況に対して、比嘉康雄
は「今では近代化のおかげで、夜を明るくした分だけ幻想性は希薄になり、パーントゥに
対する恐れの心情も弱くなっていることは事実であろう。今の子供たち（小中高校生）は
鬼ごっこでもしているような気分で、遊びの対象としてパーントゥを受けとめているよう
に思われる」と記している［比嘉：1990；94］。
おわりに
　島尻のパーントゥプナハは「奇祭」ではあるが「秘祭」ではない。島尻地区の構成員に
限定された秘匿性の高いものではなく、タブーがあるわけでもない。写真撮影なども許さ
れた、域外の人びとにも開放された祭祀である。しかし、近年ではンマリガーでのパーン
トゥの出現場面や元島の海岸での扮装を解く場面だけは非公開になっており、写真撮影も
認められなくなった。パーントゥは島尻地区の伝統行事であるとともに、時代状況に対応
する中で変化してきた祭祀であったのであろう。今後、パーントゥプナハはどのように
なっていくのであろうか。比嘉の記した言葉を筆者の思いとして引用して本稿を締めくく
りたい。
　　伝統を守る状況は厳しい。しかし、願わくばこれからも、パーントゥが吉日を選び源
郷的ンマリガーから出現し、ムトゥをまわりムラを祓い、海で草装を解くという伝統の
プロセスを守り続け、神を見失わないことを、特にパーントゥの祭祀を担う青年たちに
期待するほかはない［比嘉：1990；108］。
註
（1）　クバマ海岸に流れ着いたパーントゥの仮面について、岡本恵昭は、①それが赤と黒の 2つで
あったこと、②その 2つともに戦争中に失われたため、黒色の仮面を写したものが現在の「親
パーントゥ」であること、③後に「中パーントゥ」と「子パーントゥ」の 2つが「親パーン
トゥ」に似せて造られたこと、④ 3つの仮面の原型が「老女の赤色面」と「老翁の黒色面」の
2つであったと伝えられるとしている［岡本：2011；137–138］。
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